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１
９
４
５
年
８
月
の
日
本
敗
戦
に
伴
い
、
陸
軍

中
央
の
命
令
に
よ
り
７
３
１
部
隊
と
細
菌
戦
の
徹

底
し
た
証
拠
隠
滅
が
図
ら
れ
た
。
平
房
の
ロ
号
棟

は
爆
破
さ
れ
、
そ
の
中
庭
の
特
設
監
獄
に
収
容
さ

れ
て
い
た
「
マ
ル
タ
」
約
４
０
０
人
も
ガ
ス
で
殺

さ
れ
、
焼
か
れ
た
死
体
は
ハ
ル
ビ
ン
を
流
れ
る
松

花
江
に
投
棄
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
人
体
実
験
の
対

象
と
さ
れ
た
３
０
０
０
人
以
上
の
「
マ
ル
タ
」
と
、

そ
う
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
約
４
０
０
人
の
「
マ

ル
タ
」
が
殺
さ
れ
た
。
脱
走
に
成
功
し
た
者
は
ゼ

ロ
、
敗
戦
時
の
生
存
者
も
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。

敗
戦
時
に
平
房
に
い
た
７
３
１
部
隊
員
と
そ
の

家
族
千
数
百
人
は
、
８
月
14
日
ま
で
に
全
員
部
隊

か
ら
列
車
で
脱
出
し
た
。
特
殊
部
隊
だ
っ
た
た
め

特
別
に
用
意
さ
れ
た
満
鉄
の
列
車
に
乗
っ
て
朝
鮮

半
島
を
南
下
し
、
釜
山
に
着
い
た
。
釜
山
で
は
石

井
四
郎
部
隊
長
は
、「
７
３
１
部
隊
の
秘
密
は
墓

場
ま
で
も
っ
て
い
け
。
公
職
に
つ
い
て
は
な
ら
な

い
。
隊
員
間
で
連
絡
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訓
示

し
解
散
す
る
と
、
隊
員
た
ち
は
釜
山
港
か
ら
日
本

の
仙
崎
な
ど
の
港
に
着
き
、
各
部
隊
員
の
郷
里
な

ど
に
向
け
て
全
国
に
散
っ
て
い
っ
た
。

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
な
ど
の

強
制
収
容
所
で
は
、
解
放
時
に
ユ
ダ
ヤ
人
等
の
生

存
者
が
お
り
、
戦
後
か
れ
ら
が
証
言
し
、
フ
ラ
ン

ク
ル
『
夜
と
霧
』
の
よ
う
な
著
作
も
現
れ
、
収
容

所
の
中
で
何
が
起
こ
っ
た
か
が
、
か
な
り
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
７
３
１
部
隊

で
は
収
容
者
が
全
員
殺
さ
れ
、
部
隊
の
日
本
人
の

医
師
た
ち
は
帰
国
し
た
後
口
を
堅
く
閉
ざ
し
た
の

で
、
部
隊
の
歴
史
は
戦
後
長
い
間
秘
密
の
ヴ
ェ
ー

ル
に
覆
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
人
体

実
験
を
含
む
全
て
の
細
菌
・
疫
病
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
ア
メ
リ
カ
に
提
供
す
る
代
わ
り
に
、
石
井
四

郎
以
下
７
３
１
部
隊
幹
部
と
医
師
た
ち
を
戦
犯
免

責
す
る
と
い
う
裏
取
引
が
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
東
京
裁
判
で
は
７
３
１
・
細
菌

戦
関
係
者
は
ひ
と
り
も
裁
か
れ
て
い
な
い
。

米
国
が
４
度
に
亘
り
日
本
に
派
遣
し
た
米
細
菌

戦
研
究
所
フ
ォ
ー
ト
・
デ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
の
調
査

団
の
尋
問
に
、
７
３
１
部
隊
の
医
師
た
ち
は
順
次

応
じ
た
。
そ
の
結
果
ペ
ン
タ
ゴ
ン
宛
て
の
第
３
次

フ
ェ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
（
１
９
４
７
・
６
・
20
）
と
第
４

次
ヒ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
（
１
９
４
７
・
12
・
12
）
の
「
総

論
」で
は
、人
体
実
験
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、ヒ
ル
・

レ
ポ
ー
ト
の
「
各
論
」
で
は
細
菌
ご
と
に
実
験
担

当
医
師
名
と
実
験
・
分
析
の
内
容
が
詳
細
に
記
録

さ
れ
て
い
る
。
７
３
１
部
隊
で
医
師
で
あ
っ
た
こ

と
を
猛
省
し
、
医
者
を
止
め
た
者
は
わ
ず
か
に
１

名
。
ほ
ぼ
全
員
の
７
３
１
部
隊
の
医
師
は
戦
犯
免

責
さ
れ
、
戦
後
医
学
界
に
復
帰
し
て
い
る
。
か
れ

ら
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
７
３
１
部
隊
と
細
菌
戦

の
こ
と
に
は
堅
く
口
を
閉
じ
た
ま
ま
で
あ
る
。
日

本
医
師
会
も
こ
れ
ま
で
７
３
１
細
菌
戦
部
隊
に
つ

い
て
自
己
批
判
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
戦
後
の
医
学
部
改
革
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｐ
Ｈ
Ｗ
（
厚

生
衛
生
福
祉
局
）
の
サ
ム
ス
准
将
の
指
示
で
実
行
さ

れ
、
戦
前
の
医
大
な
ど
は
、
医
学
部
、
獣
医
学
部
、

薬
学
部
の
６
年
制
新
制
大
学
に
編
成
替
さ
れ
た
。

７
３
１
部
隊
の
医
師
に
つ
い
て
は
軍
医
は
大
学
に

す
ぐ
に
復
帰
で
き
な
か
っ
た
が
、
軍
属
の
技
師
で

あ
っ
た
医
師
は
ほ
と
ん
ど
が
大
学
に
も
ど
っ
た
。

西
山
勝
夫
氏
の
２
０
１
８
年
の
『
７
３
１
部
隊
留

守
名
簿
』
の
取
得
の
意
義
は
極
め
て
大
き
く
、
加

藤
哲
郎
氏
は
そ
の
留
守
名
簿
に
あ
る
日
本
人
医
師

の
氏
名
を
、
７
３
１
部
隊
の
同
期
会
の
「
精
魂
会

名
簿
」
な
ど
と
ク
ロ
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医

科
大
学
や
大
学
医
学
部
、
個
人
病
院
や
開
業
医
、

製
薬
会
社
、
自
衛
隊
な
ど
の
就
業
先
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。︿
表
1
〉「
７
３
１
部
隊
医
師
の
戦
後

の
復
権
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
と
ペ
ス
ト

―
７
３
１
細
菌
戦
部
隊
の
黒
い
影	

松
村
高
夫

《
Ⅱ
》　

７
３
１
部
隊
員
の
戦
後
医
学
界
へ
の
復
帰
と
「
感
染
症
ム
ラ
」
の
結
成

連　載
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れ
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
の
エ
イ
ズ
感
染
に

は
、
ミ
ド
リ
十
字
、
厚
生
省
、
予
研
の
三
者
が
関

わ
っ
て
い
る
。
ミ
ド
リ
十
字
は
朝
鮮
戦
争
勃
発
直

後
の
１
９
５
１
年
に
米
軍
４
０
６
部
隊
の
指
示
に

よ
り
、「
日
本
ブ
ラ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
」
と
し
て
北

野
政
次
、
二
木
秀
雄
、
内
藤
良
一
な
ど
７
３
１
医

師
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
部
隊
が
開
発
し
た
乾
燥
人

血
漿
を
米
軍
に
売
り
莫
大
な
利
益
を
得
た
。
64
年

に
ミ
ド
リ
十
字
と
名
前
を
変
え
、
翌
年
以
降
ア
メ

リ
カ
か
ら
大
量
の
血
漿
を
輸
入
し
た
が
、
そ
の
中

に
エ
イ
ズ
・
ウ
ィ
ル
ス
が
混
入
し
て
い
た
。
ミ
ド

リ
十
字
は
す
で
に
82
年
12
月
に
傘
下
の
米
国
ア
ル

フ
ァ
ー
社
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
血
液
の
エ
イ
ズ
感
染

の
事
実
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

輸
入
を
続
け
、
加
熱
処
理
を
加
え
ず
、
凝
固
因
子

製
剤
を
85
年
ま
で
製
造
し
続
け
、
血
友
病
患
者
の

な
か
か
ら
１
８
０
０
人
の
エ
イ
ズ
患
者
を
生
み
出

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
厚
生
省
の
エ

イ
ズ
研
究
班
（
代
表
は
安
部
英
）
は
、
エ
イ
ズ
感
染

の
危
険
性
の
情
報
を
入
手
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら

ず
認
可
し
、
予
研
も
、
82
年
７
月
ご
ろ
、
ア
メ
リ

カ
の
国
立
防
疫
セ
ン
タ
ー
か
ら
そ
の
危
険
性
の
情

報
を
得
て
い
た
が
、
そ
の
後
２
年
間
以
上
も
ミ
ド

リ
十
字
な
ど
の
エ
イ
ズ
汚
染
血
液
製
剤
に
「
国
家

検
定
之
証
」
を
貼
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
、
７
３
１

部
隊
の
影
を
ひ
き
ず
る
製
薬
会
社
、
国
、
研
究
機

関
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
行
な
っ
た
共
謀
犯
罪
で

あ
っ
た
。
ミ
ド
リ
十
字
は
、
現
在
は
田
辺
三
共
製

そ
の
な
か
で
伝
染
病
・
感
染
症
の
研
究
所
に
つ

い
て
み
て
み
よ
う
。
戦
前
日
本
の
感
染
症
研
究
と

対
策
は
、
主
に
陸
軍
７
３
１
部
隊
と
東
大
伝
染
病

研
究
所
が
担
っ
て
い
た
が
、
戦
後
は
サ
ム
ス
准
将

の
命
令
に
よ
り
、
東
大
伝
研
が
２
つ
に
分
割
さ
れ

た
。
①
東
大
伝
研
で
は
予
防
措
置
と
ワ
ク
チ
ン
製

造
を
、②
厚
生
省
管
轄
下
の
予
防
衛
生
研
究
所
（
予

研
）
で
は
ワ
ク
チ
ン
審
査
を
す
る
と
さ
れ
た
。
①

の
東
大
伝
研
は
１
９
６
７
年
に
医
科
学
研
究
所

（
東
大
医
科
研
）
に
改
組
、
②
の
予
研
は
現
在
の
国

立
感
染
症
研
究
所
（
国
立
感
染
研
）
で
あ
る
。
サ
ム

ス
准
将
は
、
伝
研
と
予
研
に
７
３
１
部
隊
関
係
者

を
多
数
採
用
さ
せ
た
た
め
、
７
３
１
部
隊
の
医
師

は
次
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
た
。

戦
後
、
①
東
大
伝
研
に
籍
を
お
い
た
者
は
、
宮

川
米
次
（
第
５
代
所
長
）、
田
宮
猛
男
（
第
７
代
所
長
、

日
本
医
学
会
会
長
、
第
２
代
日
本
医
師
会
会
長
）、
細
谷

省
吾
、
小
島
三
郎
（
予
研
に
移
る
）、
柳
沢
謙
（
予
研

に
移
る
）、
安
東
洪
次
、
緒
方
富
雄
、
浅
沼
靖
等
で

あ
る
。

②
予
研
に
籍
を
お
い
た
者
は
、
小
林
六
造
（
初

代
所
長
）、
小
島
三
郎
（
第
２
代
所
長
）、
柳
沢
謙
（
第

５
代
所
長
）、
福
見
秀
雄
（
第
６
代
所
長
）、
村
田
良

介
（
第
７
代
所
長
）
と
歴
代
の
所
長
を
務
め
る
者
が

圧
倒
的
に
多
い
。
若
松
有
次
郎
（
元
関
東
軍
軍
馬
防

疫
廠
・
通
称
１
０
０
部
隊
隊
長
）
も
予
研
に
勤
め
た
。

予
研
と
い
え
ば
、
１
９
９
６
年
の
エ
イ
ズ
感
染

者
２
０
０
０
人
を
生
み
出
し
た
事
件
を
想
起
さ

薬
と
名
前
を
変
え
て
い
る
。

　
上
昌
宏
医
師
は
論
文Foresight,

２
０
２
０
・ 

３
・
５
の
な
か
で
、
昨
年
最
初
の
コ
ロ
ナ
感
染
が

確
認
さ
れ
た
１
月
15
日
か
ら
２
ヵ
月
も
経
た
な
い

時
点
で
、つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
即
ち
、

帝
国
陸
海
軍
の
「
亡
霊
」
は
、
①
国
立
感
染
研
、

②
東
大
医
科
研
、③
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧

東
京
第
一
陸
軍
病
院
）、④
慈
恵
医
大
（
旧
海
軍
系
病
院
）

の
４
施
設
に
現
在
も
生
き
て
い
る
、
と
。
そ
し
て

首
相
官
邸
と
厚
労
省
が
依
拠
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
」（「
専
門
家
会

議
」、
２
０
２
０
・
２
・
16
～
６
・
24
。
以
降
は
経
済
学
者

ら
を
含
め
た
「
分
科
会
」
に
な
る
）
の
12
名
（
う
ち
医
師

は
９
名
）
の
う
ち
一
人
（
押
谷
仁
）
を
除
く
８
名
の

医
師
は
、上
記
４
施
設
に
所
属
し
て
い
る
と
し
た
。

「
専
門
家
会
議
」
座
長
の
脇
田
隆
字
は
、
国
立
感

染
研
所
長
で
あ
る
。
上
氏
は
帝
国
陸
海
軍
の
伝
統

が
今
回
の
感
染
症
対
策
、
と
く
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

抑
制
と
デ
ー
タ
の
独
占
、
国
産
ワ
ク
チ
ン
開
発
に

継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
民
間
医
療

機
関
・
検
査
機
関
の
無
視
に
も
連
動
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
感
染
研
の
体
質
は
同
研
究
所
を
管
轄
す

る
厚
労
省
の
方
針
に
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

上
昌
宏
論
文
が
発
表
さ
れ
た
昨
年
３
月
初
旬
以

降
、
安
倍
前
首
相
も
菅
現
首
相
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

拡
大
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
は
な
か
な
か
や

ら
な
い
で
き
た
。
民
間
臨
調
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
船
橋
洋
一
理
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事
長
）
が
昨
年
１
月
15
日
か
ら
半
年
間
の
政
府
の

コ
ロ
ナ
感
染
対
応
に
つ
い
て
当
事
者
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
重
ね
、
昨
年
10
月
８
日
に
首
相
に
提
出
し

た
報
告
書
に
は
、
厚
労
省
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
大
に

否
定
的
な
内
部
資
料
を
作
成
し
、
厚
労
省
役
人
が

政
権
与
党
の
議
員
に
説
明
し
て
歩
い
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
厚
労
省
の
そ
の
内
部
資
料
は
「
不
安
解

消
の
た
め
に
、
希
望
者
に
広
く
検
査
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
主
張
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
３
頁
の
文
書
で
、
検
査
を
無
秩
序
に
増
や
せ
ば

「
病
院
や
保
健
所
が
パ
ン
ク
し
医
療
崩
壊
を
招
く
」

と
説
明
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
徹
底
し
な
け

れ
ば
、
無
症
状
の
感
染
者
が
把
握
で
き
な
い
の
で

有
効
な
感
染
阻
止
対
策
は
と
れ
る
は
ず
も
な
く
、

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
く
な
る
。

昨
年
秋
か
ら
第
３
次
の
感
染
が
拡
大
し,

年
を

越
し
て
１
月
７
日
に
は
政
府
は
緊
急
事
態
宣
言
を

出
し
、
自
粛
を
要
請
す
る
が
、
科
学
的
対
策
は
と

ら
ず
、「
今
が
勝
負
の
時
だ
」
と
い
う
類
の
精
神

論
を
国
民
に
説
く
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
２
月

３
日
に
は
罰
則
導
入
を
柱
と
す
る
「
改
正
コ
ロ
ナ

関
連
法
」
を
成
立
さ
せ
た
。
入
院
で
き
ず
に
自
宅

療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
感
染
者
が
急
増
し
、
事

実
上
医
療
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
た
な
か
で
、
入
院

拒
否
者
に
行
政
罰
を
課
す
と
い
う
の
は
、
論
理
矛

盾
も
こ
こ
に
極
ま
れ
り
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
た
。

大学
東大 田宮猛男、小島三郎、福見秀雄、

細谷省吾、安東洪次、緒方富雄、
宮川正、所安夫

京大 木村廉、正路倫之助、岡本耕造、
湊正男、田部井和、内野仙治、
浜田良雄、荘生規矩、浜田稔

大阪大 藤野恒三郎、谷口典二、木下良
順、大月明、岩田茂、渡辺栄

慶応大 安東清、児玉鴻、早川清、三井
但夫

金沢大 戸田正三、石川太刀雄、谷友次、
斎藤幸一郎

東北大 岡本耕造、加藤睦奥雄
東京工業大 河島千尋
長崎大 青木義勇
埼玉医大 宮川正
京都府立医大 吉村寿人
大阪市大 田中英雄
大阪医科大 山中太木
兵庫医大 田部井和
名古屋市大 内野仙治、小川透
信州大 野田金次郎、田崎忠勝
三重大 潮風末雄
大阪教育大 篠田統
岡山大 妹尾左和丸
九州大 山田泰
長崎医大 林一郎、斎藤幸一郎
熊本大 園口忠男、山田秀一、久保久雄
久留米大 稗田憲太郎
熊本医大 波多野輔久
順天堂大 小坂井望、土屋毅
日本歯科大 広木彦吉
昭和薬科大 草味正夫
帝京大 所安夫
東京水産大 安川＝関根隆
防衛医大 増田美保
公務員
長友浪男 厚生省、北海道副知事
植村肇 文部省（教科書検定委員）、
山田秀一 横浜市衛生局長
松田達雄 岩手県繭検定所長

病院勤務医・開業医
高橋正彦、江口豊潔、野口圭一、伊藤文夫、景
山杏祐、加藤真一、可知栄、喜宝院秋雄、児玉
鴻、隅元国夫、高橋伝、竹広登、巽庄司、田中
淳雄、中田秋市、中野信雄、夏目亦三郎、野呂
文彦、早川清、葉山良雄、日野藤信三、樋渡貴一、
北条円了、細谷博、松下元、三冨光男、平山忠行、
高橋僧、池田苗夫、渡辺康、渡辺栄、小林勝三、
大石一朗、三木良英、中野新、西俊英、榊原秀
夫（林口支部長、榊原心臓外科）、倉内喜久雄（大
連支部長、バンドン陸軍防疫研究所、永寿病院）
石井四郎、増田知貞、菊池斉、太田澄、内藤良
一、二木秀雄ら軍医将校幹部は開業医。
川島清は千葉県八街市少年院医師。
国公立病院 大塚憲二郎（国立東京第一病

院）、工藤忠男（大阪日赤病院）、
小坂愿（国立岡山療養所）、平
山辰夫（東京都立母子保健院）、
篠原岩助（国立都城病院）、宮
原光則（県立都城病院）、鈴木
壌（銚子市立病院）

医薬産業・医療ビジネス
日本ブラッドバンク

（のちのミドリ十字）
内藤良一、宮本光一（日本特殊
工業）、二木秀雄

医薬産業 金子順一（武田薬品）、金沢謙
一（武田薬品）、国行昌頼（日
本製薬）、山内忠重（興和）、若
松有次郎（100部隊隊長、日本
医薬）、安東洪次（大連支部長、
武田薬品、東大伝研、日本実験
動物学会）、鈴木重雄（東京衛
材研究所）、早川清（早川予防
医学研究所）、八木沢行正（抗
生物質協会）、目黒正彦・康彦（目
黒研究所）、加藤勝也（名古屋
公衆医学研究所）

陸上自衛隊
中黒秀外之、園口忠男、増田美保、近喰秀大
備考：この表は、加藤哲郎『パンデミックの政治学－「日
本モデル」の失敗』花伝社、2020年、87～94頁の記述に
依るが、若干加除・修正してある。

〈表 1〉　７３１部隊医師の戦後の復権

こ
の
理
不
尽
な
法
改
正
は
、
政
権
中
枢
が

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
抑
え
る
か
の

ご
と
く
装
い
つ
つ
、
権
力
を
国
家
に
ヨ
リ

集
中
さ
せ
、私
権
と
人
権
を
無
視
す
る「
監

視
社
会
」
を
強
化
す
る
好
機
と
み
て
強
行

し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

本
日
（
３
月
18
日
）
は
菅
首
相
が
、
１
月

７
日
以
降
２
ヵ
月
半
続
い
た
緊
急
事
態
宣

言
を
３
月
21
日
に
解
除
す
る
と
発
表
し

た
。
こ
れ
も
解
除
す
る
と
い
う
政
治
判
断

を
昨
日
来
表
明
し
た
あ
と
で
、
本
日
朝
開

い
た
専
門
家
の
諮
問
会
議
で
承
認
さ
せ
る
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と
い
う
転
倒
し
た
や
り
方
で
あ
る
。
政
治
判
断
を

す
る
ま
え
に
だ
さ
れ
た
日
本
医
師
会
中
川
会
長

の
、
感
染
者
が
首
都
圏
で
増
加
に
転
じ
て
い
る
こ

と
や
変
異
株
の
患
者
が
全
国
的
に
現
れ
始
め
て
い

る
こ
と
等
々
か
ら
、
宣
言
解
除
は
無
謀
で
あ
る
こ

と
を
事
実
上
指
摘
し
た
か
に
見
え
る
声
明
（
3
月

17
日
）
を
、
首
相
は
一
切
無
視
し
て
解
除
を
表
明

し
た
の
で
あ
っ
た
。
宣
言
を
解
除
す
れ
ば
、
す
で

に
兆
候
を
み
せ
て
い
る
第
４
波
が
拡
張
す
る
こ
と

は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
は
な
い
か
。
で
は
、

な
ぜ
宣
言
を
解
除
す
る
の
か
。
理
由
の
ひ
と
つ

は
、
宣
言
を
解
除
せ
ず
継
続
す
る
こ
と
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
中
止
に
追
い
込
む
こ
と
を
ス

ト
レ
ー
ト
に
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。ワ

ク
チ
ン
接
種
が
コ
ロ
ナ
感
染
に
た
い
す
る
最

後
の
解
決
策
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、
本
当

に
効
果
は
あ
る
の
か
。
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
型
な
ど

の
変
異
株
に
対
し
て
は
ど
う
な
の
か
。
そ
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
本
当
に
安
全
な
の
か
。
そ
も
そ
も

ワ
ク
チ
ン
開
発
の
た
め
に
巨
額
の
予
算
が
あ
た
え

ら
れ
た
感
染
研
や
医
科
研
な
ど
が
、
な
ぜ
ワ
ク
チ

ン
を
自
前
で
開
発
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
等
々

次
々
に
疑
問
が
で
て
く
る
。
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

情
報
の
開
示
は
、
極
め
て
制
限
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。（

つ
づ
く
）（
２
０
２
１
年
３
月
18
日
記
す
）

（
ま
つ
む
ら
・
た
か
お
／
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

事
務
局
だ
よ
り

　
今
こ
そ
紙
上
の
デ
モ
を

吉
田
和
雄
（
よ
し
だ
・
か
ず
お
／
本
会
事
務
局
）

３
月
に
入
り
、
連
日
届
く
市
民
意
見
広
告
運
動

へ
の
賛
同
金
振
込
件
数
の
報
告
メ
ー
ル
を
見
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、連
日
の
よ
う
に
事
務
所
に
通
い
、

作
業
を
続
け
る
み
な
さ
ん
へ
の
後
ろ
め
た
さ
を
感

じ
な
が
ら
、
事
務
局
便
り
を
届
け
ま
す
。

今
年
ほ
ど
、
意
見
広
告
運
動
の
「
紙
上
の
デ
モ

に
参
加
を
」
と
い
う
こ
と
ば
が
ピ
ッ
タ
リ
と
く
る

時
は
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
思
わ
ず
に
は
お
ら
れ

ま
せ
ん
。

帰
還
困
難
者
が
未
だ
４
万
人
を
超
え
、
高
濃
度

放
射
能
汚
染
で
廃
炉
の
見
通
せ
な
い
原
子
炉
格
納

容
器
、
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出
の
企
て
…
。

人
が
戻
れ
な
い
「
復
興
」
と
は
何
な
の
か
。「
福

島
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ど
こ
ろ
で
ね
ぇ
」
と
い
う
福

島
県
民
、
原
発
被
災
地
の
声
を
政
府
は
な
ぜ
受
け

止
め
よ
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。

辺
野
古
で
は
沖
縄
戦
の
犠
牲
者
が
眠
る
地
の
土

砂
が
恥
も
た
め
ら
い
も
な
く
基
地
建
設
の
埋
め
立

て
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

菅
政
権
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
コ
ロ
ナ
災

害
か
ら
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
公
共
の
福
祉

を
優
先
す
る
政
治
で
は
な
く
、
大
災
害
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
な
ど
に
乗
じ
て
、「
デ
ジ
タ
ル
化
」「
グ
リ
ー

ン
化
」
に
よ
る
経
済
成
長
を
め
ざ
し
、
格
差
・
貧

困
の
拡
大
と
弱
者
切
り
捨
て
の
災
害
便
乗
資
本
主

義
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
新
自
由
主
義
は
格
差
を

放
置
、
拡
大
す
る
一
方
で
、
総
務
官
僚
の
疑
惑
の

接
待
や
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
、
電

通
や
竹
中
平
蔵
率
い
る
企
業
が
業
務
委
託
で
利
益

を
独
占
す
る
よ
う
な
縁
故
資
本
主
義
に
よ
る
腐
敗

と
不
公
正
を
ま
ね
き
ま
し
た
。
一
方
で
ホ
テ
ル
従

業
員
や
土
産
物
屋
の
店
員
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
な

ど
、
非
正
規
、
不
安
定
雇
用
の
下
で
失
業
状
態
に

あ
る
人
々
が
、
失
業
、
休
業
補
償
が
十
分
で
な
く

生
活
不
安
に
怯
え
て
い
ま
す
。

私
は
毎
日
の
よ
う
に
、
働
き
た
く
て
も
仕
事
が

な
く
家
賃
、
生
活
費
が
な
い
人
、
精
神
疾
患
や
家

族
関
係
が
原
因
で
居
場
所
と
住
居
を
奪
わ
れ
そ
う

な
人
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
制
度

は
「
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
困
っ
た
ら
「
た
め
ら
わ
ず
に
生
活
保
護

を
」（
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

困
窮
し
た
人
が
支
援
者
の
同
行
な
し
に
1
人
で
自

治
体
窓
口
に
行
っ
て
も
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
活
保
護
法
を
権
利
性
が

明
確
な
「
生
活
保
障
法
」（
日
弁
連
提
言
）
に
し
て

い
く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。


	



